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ヨーロッパと…そして他地域の（！）幾つかの言語
EQ \* jc2 \* "Font:Times New Roman" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ミッシェル),Michel) EQ \* jc2 \* "Font:Times New Roman" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(カンドリエ),Candelier) – 2012年1月28日 
アクティビティ1 : 

	言語の名称
	テキストを順序良く並べてください

	
	初めのパート
	次のパート
	最後のパート 

	(例) スウェーデン語
	1
	5
	7

	オランダ語
	10
	12
	4

	ポルトガル語
	2
	9
	6

	ギリシャ語
	8
	11
	3


アクティビティ3 : 

	言語の名称
	テキストを順序良く並べてください

	
	初めのパート
	次のパート
	最後のパート 

	モン語
	1
	8
	5

	クレオール語
（仏領ギアナのフランス語クレオール）
	2
	6
	4

	ンデューカ語

（スリナム・仏領ギアナの英語クレオール）
	7
	9
	3


これはいずれも、仏領ギアナで話されている言語です。

確かに簡単ではありませんが、幾つかの語は同定できたのではないでしょうか。たとえば

wan = one; boto = boat; taki = talk (実は、taki-taki はギアナのあらゆる« nenge な：プランテーションを逃げだした人々による，英語の語彙とアフリカの言語の文法を基盤とした» 言語を貶める表現なのです); bai = buy… misié = monsieur; rive = arrive; plézi = plaisir; soti = sorti; pati = parti …などです。
ンデューカ語は“bushinenge” （オランダ語の“bush-neger” –つまり«森の黒い人»を起源としています）によって話されている多くの言語のうちの一つです。この人々はかつて英国のプランテーションを逃げ出し、森に隠れました。
モン語は仏領ギアナで暮らす移民の言語のひとつです。人々は70年代にラオスから逃げて難民となり、フランス政府によって、ここに落ち着くようにと連れてこられました。
アクティビティ4: 
	言語の名称
	近い関係にあるヨーロッパ言語は…

	クレオール語
（仏領ギアナのフランス語クレオール）
	フランス語

	ンデューカ語

（スリナム・仏領ギアナの英語クレオール）
	英語（オランダ語、ポルトガル語から入ってきた部分もある）


InEdUM – Pluri-L
Euro&Guyane_Jap_4L_Correction_Def.doc
26/01/12
Michel Candelier
Euro&Guyane_Jap_4L_Correction_Def.doc
26/01/12

